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                    機械設備資料               資料 １４ 
 

１．衛生器具仕様：型番は便宜上㈱ＩＮＡＸの品番を参考として掲載したもので､選定にあたってはこれと同等若しくはそれ以上のものとする。 

・ 洋風大便器     Ｃ－２５ＰＵ（フラッシュバルブ CF-1112M7J、シャワートイレ、CW-1040M(F)-NE、2 連式紙巻器 CF-12JW） 

・ 身障者用洋風便器  Ｃ－５Ｋ(自動フラッシュバルブ#CK-2817、便座 CF-39CK、紙巻器、赤外線センサー、タッチスイッチ、手すり供) 

・ 小便器       ＡＷＵ－５０６（センサー一体型） 

・ トイレ用洗面器   Ｌ－２２９５（自動水栓 AM-41、水石鹸入れ KF-24CL） 

・ 身障者用洗面器   Ｌ－３６５ＡＰＲＳ（自動水栓 AM-40、バックハンガーSF-10E、水石鹸入れ KF-24BN、手すり供） 

・ 掃除流し      Ｓ－２００（横水栓 LF-7K-19） 

 

２．配管材料等 

・ 給水管（飲料水） 水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PB)－屋内一般部･共同溝部 

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PD)－屋外埋設部･コンクリート埋設部 

・ 給水管（雑用水） 水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PB)－屋内一般部･共同溝部 

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PD)－屋外埋設部･コンクリート埋設部 

・ 汚水管      排水用塩ビライニング鋼管(D-VA)   －屋内一般部 

下水道用硬質塩化ビニル        －屋外埋設部 

・ 雑排水管     排水用塩ビライニング鋼管(D-VA)   －屋内一般部 

下水道用硬質塩化ビニル        －屋外埋設部 

・ 通気管      配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ ガス配管     ガス会社認定品 

・ 給湯管      一般配管用ステンレス鋼管 

・ 屋内消火管    配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ 屋外消火管    配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ 連結送水管    圧力配管用炭素鋼鋼管(白) SCH40 

・ 冷温水管     配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ 冷媒管      冷媒用被覆断熱銅管 

・ 空調ドレイン管  配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ ダクト      亜鉛メッキ鋼板 
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３．消防協議（打合せ先：目黒消防署 警防課） 

議題：防火水槽について 
・ 当該敷地内にある防火水槽（有効容量 40ｍ３）は東京消防庁が設置したものである。 

・ 同防火水槽は周辺の半径 140ｍ範囲を防護対象としており、移設にあたっては近接した他の防火水槽との位置関係から適切な場所を選

択すること。 

・ 同防火水槽には消防車両の接近が可能なようにする。接近できなければ採水口及び配管を用いて消火活動の支障の無いものにする。 

 

４．下水道協議（打合せ先：東京都下水道局南部管理事務所管路施設課 渉外調整担当） 
議題：東京都大量排水者指導制度に基づく「排水に関する事前協議」について 
・ 汚水排水（生活排水）について 

（下水道局指導内容） 
① 当該地区の排水量基準値は敷地面積に対して 69.12ｍ3/日 ha である。 
② これを超える排水量がある場合はこの超過量を夜間放流（0：00～5：00）が出来るような設備を設けること。 
③ 敷地面積は本計画の建築確認申請面積である。 
④ 本計画の施設は新規に建設されるものだが、食堂などは既に既存施設として存在するので排水量の計算はそのデーターを基に算出さ

れたい。 
⑤ 提示された本計画の排水量計算は妥当と判断される。 
⑥ 本計画の確認申請が建設エリア（本事業の外構施工範囲）となる場合、汚水量の算定は上記 1、⑤である排水量を採用し、その建設

エリアに 69.12ｍ3/日 ha を乗じた排水量を基準水量とする。 
・ 雨水排水について 

（下水道局指導内容） 
① 接続する下水道本管の能力以上の排水を放流する場合、流量調整槽等流出抑制施設を設けることが原則である。 
② 本施設の建設エリア（本事業の外構施工範囲）だけでなく当該下水道本管の敷地内流域全体の排水量の把握が必要である。 
③ これが困難な場合、本計画の建設エリアの従前の建物配置を基に算出した流出係数（以下、従前の流出係数）を上回らないようにす

ること。上回る場合、増加した雨水排水量（降雨強度 230ｍｍ/ｈ）の１時間分の雨水調整槽が必要である。 
④ 雨水調整槽はオリフィス孔での排水が可能であるが、その排水量は従前の流出係数で求めた雨水排水量とする。 

・ 事前協議について 
（下水道局指導内容） 
① 本計画の確認申請が建設エリアとなる場合、上記「雨水排水について」①，②の指導内容がそれ以外の大学敷地内に関わる場合が考

えられるが、「排水に関する事前協議」書にその内容も添付することは差支えない。 
② また、汚水の夜間放流施設や雨水流出抑制施設が本計画の建設エリア以外に設置されても差支えない。 
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【添付資料】 

 
■国立大学法人東京大学（駒場Ⅰ）駒場コミニュケーションプラザ 
排水量の算定 
１．東京大学駒場生活協同組合使用給水量 

営業時間 平日 土曜日 

１階食堂 10:20～13:30 11:00～14:00 

２階食堂 11:30～20:00 閉店 

学生食堂厨房（1050 席） 

食堂パンショップ 11:30～13:30 閉店 

学生食堂１階ホール（推定) トラベルセンター 10:10～18:10 閉店 

購買部 10:10～18:40 11:30～14:00 

書籍部  10:10～18:40 閉店 

グリルスパ  11:30～13:45 閉店 

購買書籍（№１） 

購買書籍（№２） 

バーガーショップ 10:00～16:40 閉店 

 

2002 年 
2002 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

年間

合計
最大値最小値平均値 

学生食堂厨房（1050 席） 879 897 899 990 291 286 864 921 758 742 494 283 8,304 990 286 692.0 

学生食堂１階ホール（推定) 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600 50 50 50.0 

購買書籍（№１） 89 110 149 231 130 170 70 79 66 61 50 84 1,289 231 50 107.4 

購買書籍（№２） 7 7 7 6 4 3 7 9 6 6 4 5 71 9 3 5.9 

計 1,025 1,064 1,105 1,277 475 509 991 1,059 880 859 598 422 10,264 1,277 475 855.3 

 
2003 年 

2003 年 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

年間

合計
最大値最小値平均値 

学生食堂厨房（1050 席） 826 950 1,055 979 208 278 821 728 641 612 399 163 7,660 1,055 163 638.3 

学生食堂１階ホール（推定) 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600 50 50 50.0 

購買書籍（№１） 111 181 135 281 57 43 1,101 93 121 98 -1,422 34 833 281 50 69.4 

購買書籍（№２） 7 7 7 6 4 3 7 9 6 6 4 5 71 9 3 5.9 

計 994 1,188 1,247 1,316 319 374 1,979 880 818 766 -969 252 9,164 1,316 252 763.7 

※10 月と 2 月は異常値に付き、最大値・最小値から除外 
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２．駒場コミュニケーションプラザの施設概要 

部門構成 主要諸室  

教育研究施設 多目的教室、音楽実習室、舞台芸術実習室、身体運動実習室 他   

福利厚生施設 書籍部、購買部、事務室 他   北館 

設備室等、その他 電気室、機械室 他   

福利厚生施設 食堂 A・B・C、特別食堂、厨房 他 座席数 1220 席 
南館 

設備室等、その他 厨房職員更衣室・休憩室、厨房排水処理施設、電気室、自家発電機室、機械室、ゴミ置場 他 

和館 福利厚生施設 和室、管理人室 他   

 

３．排水量の考え方 

排水量の算出についての考え方は以下の通りである。 

① 基本計画に拠れば、食堂利用者や購買部利用者は新施設となっても使用者数は増加しない。 

② 但し、食堂に関しては席数が使用水量に比例するといわれている。 

③ 2002 年～2003 年の最大使用量は 2003 年 7 月の 1316ｍ3/月である。 

④ 当月は営業時間より推定して平日換算で（土曜日を平日の 1/2 とする）24 日である。 

⑤ 日平均は 1316÷24＝ 54.833ｍ3/日、食堂席数当たり、 54.833÷1050 席＝ 52.222→  53 ㍑/日 

⑥ これを食堂及び書籍部等の福利厚生施設の給水原単位とすれば、排水原単位はこれの 90％となる。 

53 ㍑/日×1220 席×90%=  58.194 →   59ｍ3/日 

 

４．駒場コミュニケーションプラザの排水量計算 

福利厚生施設 
書籍部、購買部、事務室、食堂 A・B・C、特別食堂、

厨房 他 
座席数 1220 席 59ｍ3/日 

教育研究施設 
多目的教室、音楽実習室、舞台芸術実習室、身体運

動実習室 他 
2780㎡×0.1人/㎡×20㍑/人日＝ 5.56→ 6ｍ3/日 

和館 和室、管理人室 他 10 人/室×6 室×50 ㍑/人日＝    3→ 3ｍ3/日 

合  計  68ｍ3/日 

 



■国立大学法人東京大学（駒場Ⅰ） の排水量の算定と下水道本管放流性能のチェック

１. 全体生活排水量の算定

平成15年度 東京大学（駒場Ⅰ） 全体給水使用量

 4月   5月    6月   7月    8月   9月   10月  11月  12月   1月   2月   3月 年度計 月平均

11,488 13,061 12,567 12,366 10,462 11,660 12,927 10,519 11,029 9,611 9,266 8,979 133,935 11,161

排水量の算出についての考え方は以下の通りである。

①　平成15年度の最大使用量は5月の13061ｍ3/月である。

②　当月は平日換算で（土曜日を平日の1/2とする）23日である。

③　日平均は13061÷23 567.8696 ｍ3/日

④　１日平均給水量に対する排水量はこれの90％となる。

　 567.869565 ｍ3/日×90％＝ 511.082609 → 512 ｍ3/日

⑤　これを１日8時間で平均値を求め、この平均値に対する最大流量を1.2倍とされているので

512 ｍ3/日÷8÷3600×1.2＝ 0.02133333 → 0.0214 ｍ3/sec

⑥　駒場キャンパスは２箇所に放流され、当該敷地の降雨は教養３桝に放流される。

⑦　教養３桝の流域面積は安全側に見積もって駒場Ⅰキャンパス全体の約60％と推定される。
⑧　従って、生活排水量の値は

0.0214 0.01284 → 0.0129 ｍ3/sec

２. 全体雨水排水量の算定

 駒場Ⅰの敷地面積 255,325㎡ 建蔽率    １５．８％

             建築面積  40,334㎡ 容積率    ５２．９％

  緑地の面積費は５５％程度（他敷地の実績を参考）

 

雨水排水量の算出についての考え方は以下の通りである。

①　駒場キャンパスは２箇所に放流され、当該敷地の降雨は教養３桝に放流される。

②　教養３桝の流域面積は安全側に見積もって駒場Ⅰキャンパス全体の約60％と推定される。

③　駒場Ⅰの敷地面積は 25.5325 15.3195 haである。

④　屋根面積は建蔽率15.8％から安全側を考慮して敷地面積の約20％とする。

15.3195 ha×20％＝ 30,639 → 31,000 ㎡

⑤　舗装面積は残りの面積の45％とする。

（ 15.3195 － 3.1000 )ha×45％＝ 54,988 → 55,000 ㎡

⑥　緑地面積は残りの面積とする。

（ 15.3195 － 3.1000 － 5.5000 ）ha＝ 67,195 → 67,000 ㎡

⑦　これから平均流出係数を求める。

屋根の流出係数 0.90

舗装の流出係数 0.85
緑地の流出係数 0.15

（ 31,000 ㎡×0.9　＋ 55,000 ㎡×0.85　＋ 67,000 ㎡×0.15）÷ 153,195 ＝ 0.55289011 → 0.56

⑧　雨水排水量は合理式に従って求める。

最大雨水流出量（m3/sec)＝ 2.64781481 → 2.6478 ｍ3/sec

【添付資料】

（５）

１/360×5000/（40＋ｔ）×〈流出係数〉×〈敷地面積〉＝

ｍ3/日×60％＝

haであるので対象流域面積は



３. 総排水量の算定

全体生活排水量の算定 ＋ ＝ 2.6607 ｍ3/sec

４. 教養３桝側の下水道本管排水能力のチェック

排水管の口径　1000φ

排水管の勾配　20‰

マニングの公式により排水能力は 3.3907 ｍ3/sec

総排水量 2.6607 ｍ3/secよりも下水本管排水管能力が上回る。

（６）

全体雨水排水量の算定








